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論文内容の要旨
本研究は酢酸菌による酢酸醗酵促進因子に関して行なったものである。酢酸醗酵を促進する困子は
酵母エキス(以下YE と記述する)、酵母自己消化物、ペプトン、肝臓エキスなど天然物中に広く存夜
しており、酵母自己消化物の分同を行なった報告もあるが、その')ミ体についてはまだrIJl らかにされて
いなかった。著者はその実体を究明する目的でYE の分[I11Î崎行な p一部の有効成分を単離し、その作
用特性を明らかにするとともに、工業的酢酸醗酵への適用効県について基礎的知見を得た。
本論文は緒論、 7 章むよび総括よりなっている。第 1 意においては、エタノール、カザミノ酸、ビタ
ミン類、塩類よりなる基礎的培地にわいて、(共試菌株は長時間のIag の後に有効物質を自己生産し、
高酸度に達するが、添加有効物質はこのIagを生豆縮する効果があることを認めた。
第 2 章・第 3 章では有効成分の精類およびその効果について述べている。 YE 中の有効物質は96%
エタノールで抽出され、酢酸エチル中で、沈澱し、適主量の活性炭処fftl.により非吸着区分に現われるが、
多元的で、あって」音[Sは陰イオン交換樹脂非吸着区分、他は吸着区分に兄出される。吸着区分は陰イオ
ン交換セファデックスにより 5 区分に分耐でき、この第 1 区分と :，W吸着区分は醗酵 la店長所!日に対し村 l
乗的効果があり、また第 2 区分は単独では効果は著明でないが、陽イオン交換樹脂非吸着灰分を除く
ことにより著しい活性増加効果があることを認めた。この活性区分より分離した結品は L-α ーアラニ
ンと確認され、その有効性が実証された。
第 4 章・第 5 章では既知単純物質特に乳酸の添加効果を検討した。その結果、コハク酸むよびRao
の報告した有効物質の 1 つであるグリセリンは有効であることが判明したが、この他に乳酸、ピルビ
ン酸、フマル酸、オキザル酢酸、グリセリン酸、 α ーグリセロリン、プロピオン酸などが 2mM で YE
(0.5%) とほぼ同等の効果を示すことを認めた。これらの物質は単位菌体量当りの酸生産量について
も YE に比し著しく上昇せしめる効果があることを認めた。これとともにコハク酸を添加することに
より、 YE を90%節減できることも判明し、特に乳酸は単独で、も高度の有効性を示したが、 YE 共存
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下ではYE単独の場合より、 1aε 空豆縮効果が著しく、醗酵速度も向上することを認めた。乳酸の効果
は増殖連動性であり、大部分を消費した後の乳酸の再添加効果などからも、添加乳酸は菌体により資
化されることによりその効果を発揮することが推定された。
第 6 章・第 7 章においては1aε 短縮による酢酸醗酵の促進の有効因子として YE 中より多数の物質
を分画し、そのうち 1 部のものの結晶化にも成功した。一方酸生産に有効な物質中に多数の既知単純
物質が包含され、その効果の発現も多様であり、増殖量当りの酸生産の向上をもたらすもののあるこ
とを明らかにしたO
本研究にむいて得られた有効物質問の相乗効果に関する知見は酢酸生産の促進方法に対する方針と
なり、特に乳酸と少量のYE の併用効果は注目すべきものであることが示された。
論文の審査結果の要旨
この研究は従来不明で、あった耐酸的酢酸醗酵促進因子の追求を行なうと共に、これを応用 (I'~ に発展さ
せたものである。まず一般に加用されている酵母エキスの分両により、有効因 rの多元性と因子間の
相乗ないし相加作用の存在を明らかにし、さらに一部の因子を紡品化して L 由 α ーアラニンであること
を証IIJJ した。また従来注目されなかった単純な代謝物質教種以上の有効性とそれらの交互作用を H月ら
かじすると共に、明殖よりむしろ醗酵を促進する有効な添加条件のあることを示した。
以上の新知見は醗酵工学上貢献するところが大である。よって本論丈は博士論え-として価値あるも
のと j忠める c
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